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ご意見、ご不明点等ございましたら下記までお願いいたします。

525-0054 滋賀県草津市東矢倉１丁目１－１７ 株式会社山崎 E-Mail: info@ymzcorp.co.jp URL: https://www.ymzcorp.co.jp TEL: 077-563-3388 FAX:077-564-1577

金属ｲﾝｻｰﾄ不要の樹脂用ﾀｯﾋﾟﾝ

ねじ「ﾉﾝｻｰﾄ」のご紹介です。

30度のねじ山により・低ねじ

込みﾄﾙｸ・高破壊ﾄﾙｸ・相

手樹脂への負荷低減・繰

り返しの使用が可能。

○形状：十字穴付なべ(図

1)、十字穴付皿、ｽﾘﾑﾍｯﾄﾞ

6ﾛﾌﾞ(図2)。

○特徴：

・樹脂のﾘｻｲｸﾙ時に金属ｲﾝ

ｻｰﾄの取り外し作業が必要

ありません。

・ﾉﾝｻｰﾄの採用で材料のﾘｻｲｸﾙ

まで含めた生産ｺｽﾄの削減を

お手伝いします。

・ﾄﾙｸｱﾅﾗｲｻﾞｰ(写真1)により

最適な下穴と締付けﾄ

ﾙｸをご提案します。

今回は、お客様のご要望にもとづき、製作さ

せていただいた3種類の「ｶｽﾀﾑ仕様の加工部品」

をご紹介します。

3種類ともに、一般市販品のﾎﾞﾙﾄをお客様ご

指定の形状に追加工してい

ます。

写真2は、ｼｮﾙﾀﾞｰﾎﾞﾙﾄです。

市販のｼｮﾙﾀﾞｰﾎﾞﾙﾄのねじ部

を延長しました。ｽﾌﾟﾛｹｯﾄの

ｱｲﾄﾞﾗｰ用の軸に使用されてい

ます。

写真3と写真4は、貫通穴付

きの六角ﾎﾞﾙﾄです。両者とも

市販の六角ﾎﾞﾙﾄの軸部中心に

貫通穴をあけました。

貫通穴のあいたﾎﾞﾙﾄは「ｴｱｰ

抜きﾎﾞﾙﾄ」の名称で市販され

ています。真空機器などの止り穴のﾈｼﾞの奥に

溜まったｴｱｰを抜く目的で使用されますが、市

販品では、穴径やﾈｼﾞｻｲｽﾞが限定されるので、

好みのﾎﾞﾙﾄに追加工で貫通穴

をあけてｴｱｰだけでなく、ｹｰﾌﾞ

ﾙを通されることが多いよう

です。

お客様からの寸法のご指示

にもとづく製作だけでなく、

お預かりしたｻﾝﾌﾟﾙを採寸し

て、同等品の製作も承っております。

専任のｽﾀｯﾌが対応させていただきますので、

お気軽にお尋ねください。

鋼は水素を吸着しやすい性質があり、酸洗い、

ﾒｯｷ処理のときに発生した水素を吸着して脆く

なり、これが原因で数日～数年後に遅れ破壊を

起こすことがあります。これを水素脆性による

遅れ破壊といいます。

特に高張力、高炭素鋼に亜鉛ﾒｯｷを施した場

合にこれが顕著となりますが、水素脆性のﾒｶﾆｽﾞ

ﾑは分かっていないことも多いようです。

さて、高張力、高炭素鋼にﾒｯｷをしたい場合

（左下へ）

（右上から）

には、水素脆性による遅れ破

壊を避けるため、ﾒｯｷをする対

象物の熱処理硬度を上げすぎ

ないとか、メッキ後、すぐに1

90～220℃の雰囲気中で対象物

を加熱し、水素を追い出す「ﾍﾞｰ

ｷﾝｸﾞ処理」を行うと効果的で

あるといわれています。

一般的に国内で市販されて

いる、生地の六角穴付きﾎﾞﾙﾄ

（黒色酸化皮膜品）で、ねじ

の呼びがM20以下のものは強度

区分12.9が採用されており、

頭部の刻印が写真5のように「12.9」と打刻さ

れているのがわかります。一方、ﾕﾆｸﾛﾒｯｷ(亜鉛

ﾒｯｷ)品の場合には頭部刻印が写真6のように「1

0.9」と刻印されており、引張強度(熱処理の硬

度)を落としているのがわかります。

またﾒｰｶｰにもよりますが、ﾕﾆｸﾛﾒｯｷされた六

角穴付きﾎﾞﾙﾄの小箱には写真

7のように「ﾍﾞｰｷﾝｸﾞ処理」と

いう表示があります。

このように、適切に処理さ

れた実績ある高張力ﾎﾞﾙﾄのﾒｯ

ｷ品が市販されていますので、ﾒｯｷ品が必要なと

きには、これらを使用することをお勧めします。

ｳｪﾌﾞｻｲﾄのｿｰｽｺｰﾄﾞはHTMLやCSS等で記述され、

このうちﾃﾞｻﾞｲﾝをCSSが担当することを前回お

話しました。今回は、興味を持っていただくた

めに、ｻﾝﾌﾟﾙとして下記のﾍﾟｰｼﾞを用意しました

ので、ﾌﾞﾗｳｻﾞで閲覧してみてください。

https://www.ymzcorp.co.jp/yamarin/test1.html

図3のような画面になったと思います。このﾍﾟｰ

ｼﾞのｿｰｽｺｰﾄﾞは図4です。ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｴｷｽﾌﾟﾛｰﾗｰであ

れば右ｸﾘｯｸ→ｿｰｽ表示

で見られると思います。

ｿｰｽｺｰﾄﾞは<と>で囲

まれたHTMLのﾀｸﾞと呼

ばれる記号を組み合わ

せて作っていきます。

図4のHTMLﾌｧｲﾙでは、最初の1行目はHTMLのﾊﾞｰ

ｼﾞｮﾝ表示で、2行目の<html>から、最終行の</h

tml>の間にﾍﾟｰｼﾞの内容を記述していきます。

3行目の<head>から14行目の</head>がﾍｯﾀﾞｰ

部で、この部分にﾍﾟｰｼﾞに関するｷｰﾜｰﾄﾞやCSS等

を記述します。6行目から13行目の<style…>～

</style>で囲まれた部分は、CSSの記述です。

今回はCSSをこの部分に直接記述していますが、

通常は別途CSSﾌｧｲﾙを用意して、この部分には、

そのﾌｧｲﾙを読み込むためのﾀｸﾞを記述します。

ﾍｯﾀﾞｰ部の<title></title>で囲まれた文字列

は、ﾍﾟｰｼﾞのﾀｲﾄﾙで、ﾌﾞﾗｳｻﾞのﾀﾌﾞに表示される

文字になります。

ｻｲﾄのｺﾝﾃﾝﾂ(ｳｪﾌﾞｻｲﾄで閲覧する部分)はﾎﾞﾃﾞｨｰ

部に記述します。ﾎﾞﾃﾞｨｰ部は15行目の<body>か

ら18行目の</body>までです。<h1></h1>ﾀｸﾞは

このﾍﾟｰｼﾞの最上位の見出しで、SEO(検索ｴﾝｼﾞﾝ

最適化)対策において非常に重要なﾀｸﾞといわれ

ています。ﾈｯﾄ検索で「SEO h1」で検索すると

色々検索結果が出てくると思います。

この他にもﾀｸﾞの種類はたくさんあります。

興味を持たれた方は、書籍、ﾈｯﾄ等を参照して

ください。
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写真3 六角ﾎﾞﾙﾄの
貫通穴(ｲﾝﾁねじ)

写真4 六角ﾎﾞﾙﾄの貫
通穴(ﾒｰﾄﾙねじ細目)

図1 ﾉﾝｻｰﾄ 十字穴付なべ

表2 十字穴付きなべ(鉄・三価ｸﾛﾒｰﾄ)

写真2 ｼｮﾙﾀﾞｰﾎﾞﾙﾄ

I T へ の 扉 ( 入 門 編 ) N o . ９

写真5 強度区分
12.9の刻印(M10)

訂正とお詫び：
前回129号でご紹介した、日産ﾈｼﾞの「NSﾛｰﾍｯﾄﾞ ﾊﾟﾜｰｴｲﾄ」の

記事で、NSﾛｰﾍｯﾄﾞ ﾊﾟﾜｰｴｲﾄが、耐遅れ破壊新材料仕様により高
硬度でもﾒｯｷ対応可ということを掲載いたしましたが、これは現
在、ﾒｰｶｰが検証中で、現時点ではﾒｯｷできないということでした。
訂正とお詫びを申し上げます。

長さ
呼び径

2 2.5 3 4 5 6

5 ○

6 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○ ○

10 ○ ○ ○ ○ ○

12 ○ ○ ○ ○ ○

14 ○ ○ ○ ○ ○

16 ○ ○ ○ ○

20 ○ ○ ○ ○

25 ○ ○

写真1 ﾄﾙｸｱﾅﾗｲｻﾞｰ

図2 ﾉﾝｻｰﾄ ｽﾘﾑﾍｯﾄﾞ

呼び径 2 2.5 3 4 5 6

dk 4 5 5.6 8 9.5 12

k 1.6 2.1 2.4 3.1 3.7 4.6

十字穴 0 1 1 2 2 3

表1 十字穴付きなべ(鉄・三価ｸﾛﾒｰﾄ)規格（ISO規格なべ頭）

長さ
呼び径

3 4

6 ○

8 ○ ○

10 ○ ○

12 ○ ○

14 ○ ○

16 ○ ○

20 ○

表4 十字穴付きなべ(ｽﾃﾝﾚｽ)

呼び径 3 4

dk 5.5 7

k 2.0 2.6

十字穴 2 2

表3 十字穴なべ付き(ｽﾃﾝﾚｽ)
規格（JIS規格なべ頭）

写真6 強度区分
10.9の刻印(M10)

写真7 ﾍﾞｰｷﾝｸﾞ処理
の表示（小箱ﾗﾍﾞﾙ）

<!doctype html>
<html lang="ja">
<head>
<meta charset="utf-8">
<title>ねじの山崎</title>
<style type="text/css">
p.p1{
float:left;
width:280px;
margin:0px;
background:#ff0000;

}
</style>
</head>
<body>
<h1>CSSによるデザイン</h1>
<p class="p1">やまりん新聞をよろしくお願いします。</p>
</body>
</html>

図4 test1.htmlのｿｰｽｺｰﾄﾞ

図3 test1.html画面表示

呼び径 3 4 5

dk 7 8 9

k 0.8 0.9 1.0

t 0.5 0.5 0.6

ﾄﾞﾗｲﾌﾞ T6 T8 T10

表5 ｽﾘﾑﾍｯﾄﾞ規格


